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PC(PersonalComputer),WS(Workstation),R(Router),WAN(WideAreaNetwork),TCP/lP(TransmissionControIProtocol/

lnternetProtocol)

ソフトウェア開発本部でのグループウエアの全体構成

日立製作所ソフトウエア開発本部では,全国】4の拠点をLAN-WAN-LANの回線で結び,日立のグループウエア製品"Gorupmax”をCSS(C=ent

ServerSystem)で活用している｡

ホワイトカラーの生産性向上の解決策の一つとし

て,グループウエアとその導入が注Hを集めてきて

いる｡

日立製作所は全社規模で業務改革｢NEW BE

(NewWayf()rBusilleSSExcellence)連動+を実施

してきた｡その一環としてソフトウェア開発本部で

は業務効率向上,BPR(BusinessProcessRe-engi-

neering)などをU的に情報インフラ(インフラスト

ラクチャー)の整備を推進中である｡この情報インフ

ラとして,1995年3月からホスト連携CSS型の統合

禿せグループウエア"Groupmax''(グループマックス)

を展開している｡

従来の情報インフラであるデータベースやネット

*l卜it製作所ソフトウェア開発本部 **株式会祉I川二倍軸ネットワーク

ワークにグループウエアを加えることにより,各種

開発支援システムの横のつながりが実現できた｡ま

たGroupmaxでは,電子メール,ワークフローなどの

機能の提供により,アプリケーションを開発するこ

となく導人後すぐに利用することが可能であり,従

米のメインフレーム系のシステムに比べて非常に短

期間で構築できた｡

グループウエアを適用することによ-),業務改革

の支援として組織の壁が低くなり,コミュニケーシ

ョン範囲の拡人,情報共有･公開の推進などが行え,

業務のスピードアップ,情報の再利札 伝達内容の

質的向_I二などの効果を上げることができた｡
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ll【まじめに

ホワイトカラーの生産性向上に効果をもたらすグルー

プウエアと,その関連プロダクトの導入が注目を集めて

いる｡グループウエアとは,グループやメンバーがその

目的とする業務を協調しながら進めていくために,コン

ピュータなどによって業務の支援システムを構築し,活

用する仕組みである｡

日立製作所のソフトウェア開発本部でも,業務効率向

上,BPRなどを目的に情報インフラの整備を推進中であ

り,1995年3月からCSS型のグループウエアワークフロ

ー製品"Groupmax''を導入し,展開を開始した｡

ここでは,ソフトウェア開発本部でのGroupmaxを情

報インフラとして活用している事例について述べる｡

8 Groupmaxの全体構成

ソフトウェア開発本部では,全国14の拠点でソフトウ

ェアの分散開発を実施しているため,これらの拠点すべ

てに情報インフラとしてGroupmaxを展開している｡

(1)クライアントサーバ構成

1996年3月末までに1人1台のPCを装備したことに

より,クライアントPCが6,000台,グループウエア用共通

サーバ40台,部門サーバ70台の大規模構成となった｡

サーバの構成として,大規模な拠点(在籍人数1,000名

以上)については基幹LANを設置し,共通サーバと部門

サーバを分けた形態で運用しているが,小規模拠点(在籍

人数50名以下)では共通サーバ兼部門サーバという形態

をとっている｡

(2)ネットワーク構成

ネットワークの構成は同一ビル内では高速の基幹

LAN,拠点間ではTCP/1P綱であるWANによる専用回

線,および中･小規模拠点間ではパケット交換接続とし

ている｡

(3)展開･導入方法

本部内へのGroupmax展開は,まず情報システム部で

実務に適用し,次に全部署に展開するという規模による

段階的な導入と,電子メール･電子アドレスの導入から

始めて,スケジュール管理,ワークフロー1)などを順次展

開するという段階的導入で推進した｡実際のシステム構

築に要した工数･期間は,従来のメインフレーム系のシ

ステムに比べると,工数,期間ともに半減した｡
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開発一貫支援システム

販売支援

製品情報

電子物流

"S如9旭hputMu柑PleUse”

顧客情報

CSS型一貫

システム

(ホスト連携)

開発管理

事業戦略

製品言十画

設言十･開発

情報インフラ

グループウエア

データベース ●ネットワーク･システム管理

図I Groupmaxの位置づけ

グループウエアを情報インフラの中核としている｡

同 Groupmaxの位置づけ

ソフトウェア開発本部でのGroupmaxの位置づけを

図1に示す｡

従来の情報システムでは,データベースやネットワー

クといった情報インフラをベースとして,そこにアプリ

ケーションが存在するという形態であった｡そのため,

各種情報システム間や組織間の横のコミュニケーション

は,電話や手作業といった人手の介在を必要としていた｡

これに対し,グループウエアをホスト連携CSS型情報イ

ンフラの中核とすることにより,各種情報システム間や

刹1織間の横のコミュニケーションを可能とし,一貫した

システムを構築することができた｡

ソフトウエア開発本部GroupMaji モバイル 他事業所cc:Mail*

クライアントPC Gro〕PMaiけ一バ n
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注:略号説明など

WWW(WorldWideWeb)

*cc:Mailは,米国LotusDevelopmentCorp.の商品名称である｡

図2 ソフトウェア開発本部の電子メール網

ファイアウォールによるセキュリティ管理を行い,社外のインタ

ーネットやモバイルによる接続を可能としている｡
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ロ Groupmaxの適用

4.1電子メールの適用

ソフトウェア開発本部の電子メール綱を図2に示す｡

GroupMailは,国際標準のⅩ.400プロトコルやSMTP

(Simple MailTransfer Protocol)プロトコルに準拠し

ており,異種メールシステムとシームレスな接続ができ

る｡ソフトウェア開発本部ではゲートウェイを用意して,

インターネットおよび他の事業所で使用されているcc:

Mailと接続している｡さらに,外部から送信されてくる

メールは自動的にGroupMailにフォワーリングする指

定を行っており,外部からソフトウエア開発本部に対し

てメールを発信する人は,インターネット,CC:Mailと

もにそのメールシステムのアドレス体系で発信すること

ができる｡外部との接続に関しては,ファイアウォール

によるセキュリイティ管理を行い,インターネットとの

接続やモバイルによる接続を‾叶能としている｡現状の

GroupMailの受発信件数は,1か月当たり約100万件で

ある｡

4.2 情報の提供形態

Groupmaxでは,情報を提供する手段として電子メー

ル(GroupMail),電子掲示板(GroupMail),文書管理

(GroupInfoshare)の三つの形態がある｡ソフトウェア開

発本部でのその使い分けを図3に示す｡掲示板は記事の

掲載期間が決まった告知板という運用で,標準1か月で

自動的に削除する｡文書管理では,申請書や規則など恒

久的な参照が必要な情報を管理している｡

(1)情報の活用サイクル

情報の提供形態と活用のサイクルを図4に示す｡

大容量

恒久的

小容量

一時的

掲示板は告知とし,

添付ファイルがある場合

は極九文書管理で

提供する｡

GroupMail

(同報メール)

Group州oshare

(文書管理)

園
GroupMail

(一般掲示)

[ニコ

少人数 大人数

図3 電子メール,電子掲示板と文書管理の使い分け

少人数,小容量なものは電子メールを,大人数対象の共通的なも

のは電子掲示板,文書管理を用いる｡

G｢0UP州osha｢e G｢oupMai-

(文書管理)(定型掲示)

E::≡≡≡≡≡≡≡≡ヨ

E≡≡≡≡ヨ

GroupMail

(一般掲示)
情幸断言用

＼
G｢0UPMail

(電子メール)

G｢0UPOASOUARE

帳票り頁紙)

●各種申請書

●各種依頼書
･申込書なと

文書(テンプレート)

●決裁
●出張

●事項

取り出し

国編集

[]

Group州osha｢e

(文書管理)

E≡:≡≡≡≡∃

文書

報告書
通知書など

依鮨項GroupMa‖
文書保管

(電子メール)

Flowmate(ワークフロー)関係部署

[][][コ[]

審査承認関係部署

図4 情報の提供形態と活用サイクル

｢文書管理+などから情報を取り出し,編集して関連部署にワーク

フローなどで涜し,再び文書管理で保管･共用する｡

GroupInfoshareの共通サーバでは,本部規則や製品ガ

イド,各部の通達事項,各種申請帳票を管理している｡

また,GroupMailの定型文書では,メールのテンプレー

トとなる原紙類を管理している｡これらの情報を取り汁1

して編集することにより,関連部署へ依頼案件を電子メ

ールやワークフローで流す形態となる｡さらに,必要で

あれば部門サーバに情報を保管する｡

(2)電子掲示板の適用

電子掲示板(GroupMail)では,多数の人が共通的に参

照する記事を掲載する共用掲示板と,各部署の中で閉じ

る性格の記事を掲載する各部固有の掲示板を用意し運用

している｡

共用掲示板は,掲示記事の性質に合わせて,｢業務お知

らせ+,｢一般お知らせ+などに階層化して運用している｡

また,それぞれの掲示板に主管元を設け,その掲示板に

不必要な書き込みができないように,組織単位で書き込

みのアクセス権を付けて運用している｡ソフトウェアの

操作方法でわからない点や開発時の技術的問題点などを

掲載し,その問題に詳しい人が回答するなどして,フォ

ーラムとしても活用し,効果をあげている｡

各部固有掲示板では該当部署単位のアクセス権限を設

定し,他部署の人が掲示板を開いても掲示板が表示され

ないような権限を設定している｡

(3)文書管理の適用

文書管理(GroupInfoshare)では,恒久的な情報を管理

することとしているが,文書の性質に合わせて,共通サ

ーバで管理する情報と各部門サーバで管理するものとに

分けて管理している｡
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GroupInfoshareは,文書を検索するための手段として

ビューというアクセスパスを持っており,このビューを

裡数持つことで,一つの文書を複数の分類体系に多重登

録し,整理することができる｡したがって,必要とする

文書を疲索する場合に,どのビューからもたどることが

でき,さらに複数のビューを重ね合わせて必要な文書を

探し出すマルチビューブラウジングができる｡全員が共

通的に使用する文書を管理している共通サーバのビュー

構成を図5に示す｡

設計部門の部門サーバでは,それぞれの部の特性に応

じてビューを構成している｡例えば,設計仕掛かり中の

ドキュメントをドキュメントの種類ビュー(基本仕様書,

機能仕様書など),製品名称ビュー(GroupMailなど),バ

ージョンビュー(01-00,02-00など)のマルチビューで登

録･管三哩することにより,ドキュメントの検索が容易に

なった｡また,完成した設計文書は業務支援の物流支援

システムと連携して品質保証部門などの関連部署に送付

している｡従来の,印刷した文書送付時と比べ去とスピ

ードアッ70した｡

4.3 スケジュール管理の適用

スケジュール管理(GroupAppomouse)では,個人のス

ケジュール管理ができるだけでなく,ほかの人のスケジ

ュールや会議室などの共通施設のスケジュールを画面上

に同時表示し,確認と予約を容易に行うことが可能であ

る｡したがって,委員会組織などの会議を行う場合に,

PC上でグループ員のスケジュールおよび会議室の空き

組織ビュー(必須)

情報システム部

技術部

総務部

情報ビュー(必須)

通達事項

申請書

使用の手引

/
製品ニュース

共通サーバ

GroupMail使用の手引き

注:VOS3とHトUX/WE2はオペレーティングシステムである｡

図5 共通サーバのビュー構成

情報の登録時には組織ビューと情報ビューを必須とし,製品ビュ

ーはオプションとしている｡
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状況が簡単にわかり,各メンバーのスケジュールに会議

の予約を入れることもできる｡また,GroupMailとも連

携しているため,メンバーのメールアドレスを設定する

ことなく,予約したメンバー全員に会議開催通知などを

メールで送信することも可能である｡

(1)施設予約の運用

施設予約に関しては,二つに大別して運用している｡

一つは,部内の会議室のような固有的な施設であり,各

部署の申請に基づいて情報システム部で登録し,該当部

署内での先着順予約での運用を行っている｡二つ目は,

総務部などが管理している講堂,体育館,テニスコート,

プロジェクタといった公共的な施設･設備であり,こち

らは利用者からの予約に対して総務部が承認する制度と

して運用している｡

4.4 電子帳票の活用

電子帳票(GroupOASQUARE)では,ワープロ感覚で

簡単に帳票を作成することができ,簡単なスクリプトに

よって人力項目にポップアップメニューを作成したり,

帳票をそのままコンピュータの入出力にしてメインフレ

ーム系の基幹システムと連携させることもできる｡

ソフトウェア開発本部内では,手書きで使用する帳票

などを除き,順次GroupOASQUAREに変更している｡変

▼軌こあたっては,コンピュータの入出力になる帳票や選

択項目が多く,ポップアップメニューの採用によって利

用者の入力スピードが上がるものなど,効果の高い帳票

から順次変換を実施している｡電子化した帳票はすべて

GroupInfoshareの共通サーバで管理･公開しており,利

用者がGroupInfoshareから取り出して活用している｡

4.5 ワークフローの適用

ソフトウェア開発本部では,現在,障害連絡システム,

資材購買システム,旅曹精算システムなど多くの業務で

ワークフローを活用している｡

(1)ワークフローによる障害連絡システム

障害連絡システムは,従来,紙で回覧していた障害連

絡書を電子化して,ワークフローで関係する部署にネッ

トワークを通じて自重帥勺に回覧するものである｡このシ

ステムの特徴は,Groupmaxの複数の機能と,従来のサー

バ上で運用していた基幹システムである事故情報管理シ

ステム(事故データベース)をそのまま組み合わせて活用

している点にある｡障害連絡システムの流れを図一6に

示す｡

営業･SEなどから送られてきた障害内容をまず受け

付け窓口で入力し,基幹システムの事故データベースに
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直江亘垂う ワークフロー(F･owmate)(G諾慧re)
障害連結書

議付

日

資料

FAX連携
(Gro岬Fax)

(画像データ)

電子メール
(GroupMail)

他社メール

腰●モニタリング機能
●統言十機能

凸

曽
DB模索
メニュー

タイムリーな

自動更新

検索メニュー

●緊急事故状況
●設計部署障害

●未回答障害
●ユーザー別障害

文書DB

0

攣
●事故調査資料

●顧客約束確認

注:略語説明 S巨(SystemsEn馴neer),DB(Database)

図6 ワークフロー活用による障害連絡システム
電子化した障害連絡書をワークフローによって関係部署に自動

回覧する｡

常緑するとともに,ワークフローで解析部署に自動転送

する｡

解析部署で回答できない場合は,品質保証部署,さら

には担当の設計部署に送られ,担当ごとに回答処理を行

う｡この際,各部署で入力した回答内容は事故データベ

ースに随時登録される仕組みである｡障害連絡票以外の

資料(調査メモなど)は文書管理を活用し,資料として保

管している｡また,格納された情事馴ま全部門で共用して

お-),障害の傾向や対策の分析に活用している｡

同本部は全国14の拠点に分かれていることもあって,

従来は連絡書の送付に時間がかかっていたが,このシス

テム活用によって回答までの時間を従来の‡以‾Fに短縮
するという目標を大幅に上回ることができた｡

(2)ワークフローによる資材購買システム

資材購買システムは,サーバ上で動作する資材管理の

アプリケーションと,ワークフローを連携させたもので

ある｡各部門の注文依頼の作成から,上長の承認,経理

部門での予算照合,資材部門での見積もり決裁,着荷検

収といった一連の資材購買管理の業務プロセスをワーク

フローを利用して構築した｡

4.6 FAX連携の適用

FAX連携(GroupFAX)はPCで作成した文書を電子メ

ールでFAXへ出力したり,FAXからPCへ耳丈り込む機能

であり,これによってペーパレスで作業スピードが向上

する｡

ソフトウェア開発本部では,分散拠点や外部との利用

でFAX連携を使用することとし,分散拠点から回線の接

続を実施している｡

日 Groupmaxの運用

この章ではソフトウェア開発本部でのGroupmaxの運

用方式について述べる｡

(1)ユーザーID(Identification)の初期登録

Groupmaxは導入後即利用できるという特徴を持って

いるが,利用者のユーザーIDを最低限登録しなければ利

用することはできない｡

電子アドレス帳(GroupAddress)への人と組織の登録

では一人ずつ鷲録できるような機能を用意しているが,

初期登録時で一度に6,000人もの情報を登録するには膨

大な時間が必要である｡したがって,従来の基幹システ

ムで総務部がメンテナンスする仕組みとなっている人事

データーベースから必要な情報を取り出し,Groupmax

に一括登録するツールを作成し,初期のアドレス登録を

自動化して工数の低減を実施した｡また,定期的な職制

変更に伴う異垂加こ関しても,異勤対象者のアドレス変更

を行う機能を利用して行っている｡さらに,委員会など

の複数メンバーに容易にメール発信できるように,情報

システム部で定期的に共通の各種ローカルあて先簿を作

成し,電子掲示板で提供している｡

(2)サーバ･ネットワークの監視方式

サーバ･ネットワークに関する各ノードの監視は,日

立の統合ネットワーク管理システム"NETM*Cm2''(hteg･

ratedNetwork Management*Consolidated Manage-

ment2)で実施している｡その方式を図7に示す｡NETM*

Cm2は,クライアントを含めたネットワーク上のほとん

どのハードウェアの障害を検知することができるが,横

浜市戸塚区にある情報システム部での監視は基幹LANの

ノード,WANの接続窓口であるIPルータ,共通サーバと

している｡実際には,監視状態を表示するマネージャ用

WSを事務所内に,サブマネージャを各分散拠点にそれ

ぞれ置き,マネージャ用WSに定期的に報告させること

によって監視している｡

(3)Groupmaxの稼動監視および管理方式

GroupMailでは複数のサーバをサイトと呼ぶ単位で

グルーピングすることができ,この単位で監視すること

ができる｡情報システム部では,地域単位ごとにグルー

ピングしたサイトに障害が発生していないかを管理サー

バの画面で常時監視している｡障害が発生するとサイト

の色が赤に変わる｡
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NETM*Cm2

マネージャWS

国□
情報システム部

事務所設置

(画面だけ)

マネージャWS画面

腐ヂ

奮立

障害発生

ノードには基幹しANノード,lPルータ,

共通サーバが含まれる｡

注:略語説明

IP(lnternetProtocol)

図7 サーバ･ネットワークの監視方式

"NETM*Cm2”によってノード(国中の○),クライアント(回申の

□)を監視している｡

さらに,オンデマンドでのサーバのリソース使用状況

などは,H立のシステム運用管理機能``JPl''を円いて稼

動管理している｡また,ログのデータを情報システム部

のサーバに自重榊云送し,時間帯別のサーバ別CPU(Ce11-

tralProcessingUnit)使m率,メモリ使刷犬況,電子メ

ールの受発信件数,スケジュール管二哩の佐川回数などを

稼軌統計情報として汁りJすることにより,性能改善など

に役立てている｡

田 サポート体制

(1)ヘルプデスク

ソフトウエア開発本部では,各種問い合わせ,エンド

ユーザー技術支援の窓口としてヘルプデスクを設置して

いる｡苦労,くふうしたノ･エや,便利な機能について｢ベ

ターユース+などにまとめ,ノウハウの蓄積を図ってい

る｡また,これらのノウハウは文書管理や電子掲示板で

管理･公開することにより,全員が情報を共有している｡

(2)教育体制

PC文化に･lトぐ慣れてもらうために,PC用ワープロソ

フトウェアや表計算ソフトウェアなどの教育を行うリテ

ラシー数台をPCの導入開始に合わせて実施した｡全員が

基本的操作を一早急に粥得することを目的に,課長以上は

乍員を対象とし,-一一般社員は10人に1人の割合で受講さ

せ,各部署内に展開する形態を取った｡

また,従来の教育は講座と口程があらかじめ決定され

ており,受講者が口程に合わせて受講するという定期教

再であったが,受講者の日程に合わせた出前教育,講座

外のユーザーニーズによる特注教育,CAI(Computer-

AidedInstructioll)による自習教育などを準備し,受講

省側の効率に垂11を置いた教育を実施している｡

田 おわりに

ここでは,CSS型システムである,グループウエアワー

クフロー``Groupmax''のH立製作所ソフトウェア開発本

部での適用事例について述べた｡

グループウエアを適用することにより,業務改革の支

援として,コミュニケーション範開の拡大,情報共有･

公開の推進などが凶れ,業務のスピードアップ,情報の

再利札 伝達内容の質的向上などの効果を上げることが

できた｡

今後も,GroupnlaXの機能として提供されてくる音声

メール,フォーラム機能などを順次適用し,ユーザーの

見本となるシステム構築を図っていく考えである｡
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